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◇
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；
平

成
２

９
年

０
５

月
１

６
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( 火
) ～

１
７

日
( 水
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出
仕

出
仕

出
仕

出
仕
のの のの
本
山
修
験
宗

本
山
修
験
宗

本
山
修
験
宗

本
山
修
験
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・・ ・・
聖
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門
跡
一
行

聖
護
院
門
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行

聖
護
院
門
跡
一
行

聖
護
院
門
跡
一
行
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
    

◇
実

施
日

；
５

月
１

６
日

（
火

）
曇

り
時

々
薄

日
 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
名

。
 

 
 

 
聖

護
院

門
跡

；
宮

城
泰

年
ご

門
主

、
中

村
覚

祐
執

事
長

、
宮

城
泰

岳

庶
務

部
長

、
草

分
俊

顕
庶

務
主

事
、

槇
山

恵
壬

庶
務

主
事

、
藤

岡
秀

法
教

務
主

事
。
 

 
 

 
 

 
６

名
。

 

 
 

 
 

 
同

行
者

；
東

ア
ジ

ア
言

語
・

文
化

研
究

の
カ

ル
フ

ォ
ル

ニ
ア

サ

ン
タ

バ
ー

バ
ラ

大
学

；
ロ

ー
ト

・
カ

リ
ー

ナ
さ

ん
。

 

 

開
眼

供
養

法
要

に
出

仕
し

て
下

さ
る

本
山

修
験

宗
・

聖
護

院
門

跡
一

行
７

名
を

下
北

山
村

ス
ポ

ー
ツ

公
園

内
宿

舎
「

や
す

ら
ぎ

」
に

出
迎

え
の

た
め

、

山
上

宅
を

１
３

時
１

５
分

に
出

発
し

、
宿

舎
駐

車
場

に
１

４
時

２
５

分
着

。
 

フ
ロ

ン
ト

・
ロ

ビ
ー

室
に

入
る

と
、

お
世

話
に

な
っ

た
顔

見
知

り
の

支
配

人
・

勝
平

芳
明

氏
( 前

下
北

山
村

総
務

課
長

兼
室

長
) が

出
て

こ
ら

れ
て

、
ご

挨
拶

方
々

本
日

の
聖

護
院

一
行

の
接

遇
を

お
願

い
す

る
。

 

聖
護

院
門

跡
一

行
は

、
京

都
を

９
時

半
頃

に
出

発
し

、
到

着
予

定
時

刻
１

５
時

前
の

１
４

時
４

０
分

に
到

着
。

 

１
４

日
に

ご
門

主
様

か
ら

女
性

１
名

追
加

の
連

絡
が

あ
り

、
追

加
手

配
し

た
方

は
、

研
究

者
の

ロ
ー

ト
・

カ
リ

ー
ナ

さ
ん

で
し

た
。

 

五
人

宿
泊

可
能

部
屋

に
ご

門
主

様
と

女
性

は
一

人
、

そ
の

他
の

方
は

二
人

と
三

人
で

宿
泊

し
て

い
た

だ
き

計
５

室
に

宿
泊

。
 

一
旦

、
荷

を
部

屋
に

置
き

、
案

内
ご

希
望

の
明

神
池

・
池

神
社

と
實

利
行

者
分

骨
碑

の
ご

案
内

前
に

、
コ

ー
ヒ

ー
喫

茶
室

で
自

己
紹

介
か

た
が

た
休

憩

後
に

、
池

原
橋

を
通

り
明

神
池

・
池

神
社

に
１

５
時

半
に

着
く

。
 

 
 

 

聖
護

院
門

跡
一

行
の

到
着

 
 

喫
茶

室
に

て
休

憩
 

 
 

 
池

神
社

で
勤

行
 

 
 

池
神

社
は

、
役

行
者

が
神
気

に
打

た
れ

て
開

い
た

と
さ

れ
、

明
治

の
神
仏

分
離
令

・
修

験
道
廃
止
令

前
迄

は
、

池
峯

大
明

神
と
呼
ば

れ
役

行
者
像

が
安

置
さ

れ
て

い
た

。
 

明
神

池
は

、
森
沢
義
信
著
「

大
峯
奥
駈
道
七
十

五
靡

」
で

は
、
理
源

大
師

が
平
治

の
宿

で
呪
縛

し
た

大
蛇

を
遥

の
谷

に
投
げ
落
ち

た
所

は
、

た
ち
ま
ち

池
と

な
る

、
こ

れ
が

明
神

池
の
縁
起

で
あ

る
。
又

、
笠
捨
峠

( 佐
田
ノ
辻

) で

悪
さ

を
す

る
大
蛇

を
、
役

行
者

が
高

下
駄

で
踏
み
つ
け

、
錫
杖

で
跳
ね
飛
ば

し
た

と
こ
ろ

、
尾

は
奈
良

の
「
猿
沢

池
」
頭

は
熊
野

の
「
有
馬

の
池

」
胴
体

は
「

明
神

池
」

に
落
ち

た
と

い
う

、
明

神
池

に
七
不
思
議

の
伝
承

が
あ

る
。

な
ど

か
ら

大
峯

修
験

に
お
け

る
「
秘
密

の
行

場
」
と

さ
れ

て
き

た
そ
う

で
す

。
 

法
螺

の
音

が
池

神
社

・
明

神
池

一
帯

に
響

き
渡

り
、
勤

行
が

な
さ

れ
た

。
 

そ
の

後
、
浦
向

の
實

利
行

者
分

骨
碑

( 實
利

行
者

の
足

跡
説

明
板
設

置
) に

１
５

時
４

５
分

頃
到

着
。

 

遅
咲

き
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ

１
本

が
咲
く

分
骨

碑
で

、
回
向

の
勤

行
が
約

２
０

分
な

さ
れ

、
久

方
ぶ

り
の
正
規

な
勤

行
に

實
利

行
者
も
喜
ば

れ
て

い
る

こ
と

で
し
ょ
う

。
 

帰
路

は
国
道

１
６

９
号
線

を
通

り
、

１
６

時
半

前
に

宿
舎

に
戻

り
、

１
８

時
半

か
ら

の
夕
食
ま

で
各

自
「

き
な

り
湯

」
入
浴

や
散
策
等

で
過

ご
す

。
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池
神

社
で

記
念

撮
影

 
 

 
 

實
利

行
者

分
骨

碑
で

勤
行

と
記

念
撮

影
 

 梶
野

・
青
木

氏
は

、
平

成
の
森

バ
ン
ガ

ロ
ー

で
宿

泊
予

定
が
少

人
数

で
は

高
く

な
り

同
宿

に
替

え
た

と
の

こ
と

か
ら

、
一
緒

に
食

事
を
誘

っ
た

が
遠
慮

し
て
辞
退

。
 

１
８

時
半

か
ら
特
別
夕
食

に
し

た
の

で
食
堂

で
は

な
く

「
や

す
ら

ぎ
の

間
・
宴
会

場
」
座
敷

で
の
夕
食

が
始
ま

る
。

 

遠
路

ご
出

仕
の
労

い
と

明
日

の
開

眼
供

養
法

要
挙

行
の

お
願

い
を

し
て

ビ

ー
ル

で
乾
杯

し
開
宴

。
宮

城
ご

門
主

様
は

、
お
酒

は
飲
ま

れ
ず
ウ

ー
ロ

ン
茶

。
 

夕
食

の
従

業
員

接
遇

者
は

、
熊
野

修
験

に
良
く

参
加

さ
れ

、
現
在

サ
ポ

ー

ト
役

を
さ

れ
て

い
る

宮
本
淑
子

さ
ん

が
担
当

さ
れ

、
何

事
も
頼
み
易

い
。

 

 
 

 

 
 

 
夕

食
の

懇
談

風
景
 

夕
食

の
献
立

は
、
料
理

長
自
製

の
豆
腐

が
、
甘
く
美
味

し
い

と
好
評

で
、

四
足

の
肉

を
避
け

た
料
理

で
あ

っ
た

が
、
満
足

し
て
頂
け

た
様

で
あ

る
。

 

熊
野

三
山

( ４
合
瓶

) も
差

入
れ

し
打
ち
解
け

て
談
笑

す
る
う
ち

に
デ
ザ

ー

ト
が

出
さ

れ
２

０
時

に
終
宴

。
 

ロ
ビ

ー
に

前
役

場
勤

務
の

勝
平

支
配

人
が
居

ら
れ

、
当

ぐ
る

ー
ぷ

が
行

仙

宿
建
設

の
折

か
ら

お
世

話
し

て
下

さ
っ

た
事

を
、

ご
門

主
様

に
ご

紹
介

し
記

念
撮
影

を
す

る
。

 

 
 

 

 
 

勝
平

支
配

人
と

記
念

撮
影

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
二

次
会
 

 隣
の

部
屋

が
賑

や
か

で
、
熊
野

三
山

を
持

参
し

て
二
次
会

に
参

加
し

、
２

２
時

半
に
退

室
し
就
寝

。
 

  
５

月
１

７
日

( 水
)  
晴
れ

後
薄

曇
り

 

年
寄

り
の
朝

は
早
く

５
時

頃
に
起
床

。
青
空

が
広

が
り
雨

の
心

配
も
無
く

、

「
修
復

・
役

行
者
像

」
の

開
眼

供
養

法
要

が
執

り
行

え
る

の
で
安
堵

す
る

。
 

青
木

。
梶
野

氏
は

、
６

時
に
登

山
口
へ

発
た

れ
る

。
 

聖
護

院
門

跡
一

行
は

、
出

発
予

定
８

時
の

た
め

７
時

か
ら

の
朝
食

を
済
ま

せ
、

ご
門

主
様
以
外

は
山
伏
装
束

に
着
替

え
ら

れ
集
ま

っ
て
来

ら
れ

た
。

 

８
時
過

ぎ
に

出
発

し
、

行
仙

宿
へ
携
帯

で
出

発
を
伝

え
る

。
 

落
石
防
止
工

事
に
よ

る
時
間
帯
通

行
規
制

は
、

下
北

山
村
役

場
か

ら
業

者

に
通

行
規
制

の
無

い
仕

事
を

す
る

様
に
便
宜

を
計

っ
て

下
さ

っ
た

の
で

ス
ム
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ー
ス

に
通
過

。
 

登
山
口
約

２
０

０
ｍ

手
前

の
広

い
場
所

に
、
約

１
０
台

駐
車

さ
れ

て
い

る

等
の

手
配

の
お
陰

で
、

聖
護

院
一

行
の

車
２
台

は
登

山
口

に
８

時
４

０
分

に

到
着

し
登

山
口
路
側

に
駐

車
。

川
島

車
は
約

７
０
ｍ
先

に
駐

車
。

 

 
 

 

宿
舎

出
発

準
備

 
 

 
 

 
登

山
口

到
着

 
 

 
 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

荷
を

積
む
 

 程
な
く
モ
ノ
レ

ー
ル
エ

ン
ジ

ン
音

が
し

て
下

り
て

き
て

、
荷

を
積
込
み

山

上
さ

ん
が
乗

り
込
む

。
 

聖
護

院
門

跡
・

宮
城

ご
門

主
様
全
員

は
、
空
身

で
歩

い
て
登

る
。

宮
城

ご

門
主

様
は

、
草
鞋
履

き
で
８

６
才

の
高
齢

を
感
じ

さ
せ

な
い

本
当

に
健
脚

で

あ
ら

れ
る

。
 

モ
ノ
レ

ー
ル
終
点

に
着
く

と
荷

が
無

い
。
浅

村
仏
師
等

が
サ

ポ
ー

ト
に

下

り
て
来

ら
れ

荷
を
担

い
で

行
仙

宿
に
戻

っ
た

と
の

事
か

ら
、

お
陰

で
再
び
空

身
で
登

る
。

 
 

大
台
ヶ

原
山
系

の
山
並
み

、
笠
捨

山
を

望
み

な
が

ら
、
約

４
５

分
と
通
常

と
変

ら
な

い
時
間

で
登

ら
れ

、
幟

と
紅
白

の
幕

に
囲
ま

れ
た

行
者
堂

に
到

着
。
 

以
後

は
、

修
復

・
役

行
者
像

」
の

開
眼

供
養

法
要

と
慶
讃

の
護
摩

供
の
報

告
書

に
記
載

。
 

 

健
脚

な
ご

門
主

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
) 

  行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
にに にに
前
泊

前
泊

前
泊

前
泊
し
て

し
て

し
て

し
て
開
眼
供
養

開
眼
供
養

開
眼
供
養

開
眼
供
養
法
要

法
要

法
要

法
要
開
催

開
催

開
催

開
催
準
備
作
業

準
備
作
業

準
備
作
業

準
備
作
業
 

◇
実

施
日

；
５

月
１

６
日

（
火

）
曇

り
時

々
薄

日
 

◇
参

加
者
；
沖
﨑
吉
信

、
木

下
嘉

彦
、
濱
野

兼
吉

、
乾

 
克

己
、
畑
林
清
子
、

 

 
 

 
 

 
大
江

加
予
子

・
徳
子

、
杉

本
俊
也

、
浅

村
朋
伸

。
 

青
木
宏
充

( 日
帰

り
) 。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

０
名

。
 

 

 
昨

年
５

月
の
熊
野

修
験
春
峰

の
折

、
参

加
の

お
一

人
か

ら
行

仙
宿

「
役

行
者

 

尊
像

」
の
傷
み

が
ひ
ど
く
早
急

な
修
復

の
必

要
が

あ
る

と
指
摘

さ
れ

た
。

 

以
前
よ

り
我

々
と

し
て
も

そ
の
必

要
性

は
感
じ

て
い

た
が

、
こ

の
指
摘

に
 

よ
り

一
気

に
火

が
着

い
た

と
言
う

か
、
動

き
が

加
速

し
た

。
 

 
以

後
一

連
の
動

き
の

中
で
も

、
胎

内
か

ら
「

願
文

」
が

出
て

こ
な

か
っ

た
 

ら
と

し
た

ら
、
又

「
道
尊
親
王

」
の

名
が
無

か
っ

た
ら

、
お

そ
ら
く

内
々

で
 

の
、

そ
れ

な
り

の
行

事
と

し
て
経
過

し
た

だ
ろ
う

。
 

 
聖

護
院
へ

の
連

絡
、
先

方
の

願
文

内
容

の
確
認
等

で
、

そ
の
由
緒

、
価
値

 

性
の
高

さ
か

ら
落
慶

供
養

は
、

宮
城

泰
年

門
主

様
含

め
当

方
が

出
仕

と
の

連
 

絡
か

ら
、
我

々
ぐ

る
ー

ぷ
と

し
て
Ａ
級

の
行

事
と

し
て

。
取
組
む
必

要
が
生

 

じ
た

。
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３

月
下
旬

、
そ

の
修
復

開
眼

供
養

を
５

月
１

７
日

( 水
) と

し
て
、
前

日
に

出
 

向
く

と
の

連
絡

を
頂

い
た

。
以
降

、
大
型

連
休

の
対

応
に

加
え

、
三
井
寺

、
 

熊
野

修
験
奥
駈

行
の

接
待

と
、

４
月

～
５

月
に

か
け

年
度
替

り
と

な
る

こ
と

 

か
ら

、
個

人
的

に
関
与

す
る
諸
団
体

の
総
会

や
ら

、
そ

の
準

備
打
合
せ
も
重

 

な
り
多
忙

を
極

め
た

。
 

 
４

月
に

入
り
会
員
会
友

の
皆

さ
ん

や
関
係
先

に
案

内
文
書

を
送
付

し
、

参
 

加
申
込
期
限

を
５

月
８

日
迄

と
し

て
、

４
０

名
程

の
参

加
申

出
を

い
た

だ
い

 

た
が

、
そ

れ
以

後
も

参
加

し
た

い
、

出
席

す
る

の
連

絡
が
相
次

ぎ
、
最
終
的

 

に
６

０
名
近

い
人
数

と
な

っ
た

。
 

 
会

場
と

な
る

行
仙

宿
や

行
者
堂

の
整
理

・
清
掃

・
会

場
設
営

に
加

え
、
直

 

会
で

出
す
料
理

を
手
造

り
と

し
た

こ
と
も

あ
っ

て
、

女
性
軍

の
３

人
は
早

々
 

に
前

日
か

ら
入

る
と
申

出
が

あ
っ

た
。
徳
子
ち
ゃ

ん
は

、
事

前
に

こ
の

日
に

 

合
せ

休
む
段
取

を
し

て
参

加
し

て
く

れ
た

。
 

そ
の

荷
上
げ
も
相
当

な
量

が
予
想

さ
れ

る
し

、
特

に
水

は
１

５
０
ℓ
位

が
 

必
要

に
な

る
。
又

、
マ
グ

ロ
や
生
物

、
餅

な
ど

は
、
直

前
の

荷
上
げ

で
し

か
 

出
来

な
い

の
で

、
そ

の
段
取

を
５

月
１

４
日

( 日
) と

前
日

と
当

日
の

３
回

に
 

分
け

る
準

備
を
整

え
た

。
 

 
第

１
回
目

荷
上
げ

の
５

月
１

４
日

( 日
) は

、
１

０
名

の
参

加
で
米

・
調
味

 

料
・
パ
ッ
ク
等

と
持

参
し

た
水
道

水
と
登

山
口

水
場

で
確
保

し
た

水
１

０
０

 

ℓ
近
く

を
荷

上
げ

出
来

た
こ

と
は

、
当

日
に
向
け

大
き

な
前
進

だ
っ

た
。

 

 
前

日
か

ら
の

参
加

は
、

新
宮
組

６
人

( 沖
﨑

・
大
江
親
子

・
畑
林

・
木

下
・

 

濱
野

) 、
奈
良
組

３
人

( 乾
・
杉

本
・
浅

村
) の

計
９

人
で

あ
る

。
 

 
木

下
棟
梁
へ

は
、
事

前
に

行
者
堂

の
お

供
え

を
置
く
棚

( 板
) の

作
製

を
依
頼

 

し
た

と
こ
ろ

、
心
よ
く
引
受
け

て
頂

い
た

上
に

、
そ

の
設

置
も
俺

が
や

る
「
他

 

人
に
ま

か
せ

ら
れ

ん
」

と
前

日
か

ら
の

参
加

連
絡

が
あ

っ
た

。
 

棟
梁

な
り

に
行

仙
宿

・
行

者
堂
へ

の
深

い
大

き
い
思

い
が

あ
る
よ
う

だ
、

 

感
謝
感
謝

だ
。
又

、
杉

本
、
浅

村
の
両
君
も

そ
れ
ぞ

れ
の

仕
事

が
あ

っ
て

、
 

入
宿

が
夜
遅
く

な
る

と
の

こ
と

で
、
当

日
の

日
帰

り
参

加
組

で
あ

っ
た
濱
野

 

君
に

前
泊
組
へ

の
変
更

を
お

願
い

し
た

と
こ
ろ

、
心
よ
く
引
受
け

て
頂

い
た

。
 

 
こ

の
日

、
下

北
山

の
「

き
な

り
湯

」
に

宿
泊

す
る
青
木
君
も

、
早
く

行
き

 

手
伝
う

と
の

連
絡

が
あ

っ
て

、
総
勢

１
０

名
で

の
準

備
作

業
と

な
っ

た
。

 

 
１

０
時

前
に
登

山
口

着
。
モ
ノ
レ

ー
ル
満
杯

の
荷

を
棟
梁
運
転

で
上
へ

。
 

み
ん

な
が

後
を

追
う

が
、
ぐ

る
ー

ぷ
と

し
て
Ａ
級

行
事

で
あ

り
、
門

主
様

、
 

玉
岡
相
談
役
も

下
か

ら
歩
く

と
の

話
が

あ
る

の
で

、
沖
﨑

は
最

後
尾

か
ら
「
ほ

 

う
き

」
を
持

っ
て
登

山
道

の
清
掃

を
行

い
な

が
ら

、
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
地

に
 

着
く

。
続

き
は

明
朝

と
し

後
を
合
う

。
 
終
点

に
マ
グ

ロ
の

入
っ

た
発
泡

ス
 

チ
ロ

ー
ル
箱

と
自
ザ
ッ
ク

１
個

を
背
負
子

に
付
け

る
が

、
１

２
～

１
３
㎏

と
 

思
い

き
や

、
箱

の
中

に
は
氷

と
水

が
ぎ

っ
し

り
詰

っ
て

い
て

、
重

い
重

い
は

 

２
０
㎏

は
超

え
て

い
た

だ
ろ
う

。
ふ

ー
ふ

ー
言

い
な

が
ら
小

屋
に

着
い

た
。

 

 
荷

上
げ
品

の
仕

分
け

後
、
昼
食

を
済
ま
せ

準
備

に
か

か
る

。
 

 
な

ん
と

言
っ

て
も

あ
り

が
た

い
こ

と
は

、
雨

の
心

配
の

な
い

こ
と

、
天
候

 

に
恵
ま

れ
た

こ
と

だ
。
出
来

る
こ

と
は
午

後
全

て
や

っ
て

お
こ
う

と
な

っ
た

。
 

小
屋

内
の
セ
メ

ン
ト

や
テ

ー
ブ

ル
な
ど
外
へ

出
し

、
行

者
堂

と
共

に
清
掃

 

作
業

。
乾

、
濱
野
君

な
ど

は
水

の
採
取

荷
上
げ

に
も
降

り
ら

れ
る

。
 

会
場
設
営

( 長
椅
子
並
べ

) で
は

、
連

休
中

に
頑
張

っ
て
く

れ
た
梶
野
君

作
 

製
の

長
椅
子
並
べ

や
紅
白
幕
も
設

置
す

る
。

 

今
回

の
ヒ
ッ

ト
は

、
な

ん
と

言
っ

て
も
イ

ス
だ

。
あ

の
発
想

と
ア
イ
デ

ア
と

 

技
術

は
、
彼

し
か

い
な

い
だ
ろ
う

。
 

 
夕

方
６

時
近
く
迄

か
か

っ
て

、
や

っ
と
格
好

が
つ

い
た

。
こ

の
間

女
性
軍

 

は
、
食
材

の
調
理

や
食
器

な
ど

の
加
工
消
毒

に
加

え
宿

泊
９

人
の
夕
食

、
翌

 

朝
食
ま

で
お

願
い

し
た

。
 

今
回

１
６
㎏

の
マ
グ

ロ
も
寄
進

し
て
く

れ
た
畑
林

秀
味
君

か
ら
マ
グ

ロ
 

「
せ
せ

り
」

５
パ
ッ
ク
も
差

入
れ

い
た

だ
い

た
。

 

 
 
鍋
料
理

と
マ
グ

ロ
せ
せ

り
で
夜

の
部

開
宴

だ
。
乾

さ
ん

か
ら
今

日
は
俺

の
 

誕
生

日
だ

と
の

発
表
も

あ
っ

て
、

お
お

い
に
盛

上
げ

る
な

か
、

１
９

時
過

ぎ
 

に
杉

本
君

が
到

着
。
更

に
浅

村
君
も

２
０

時
半

は
過

ぎ
て

い
た

だ
ろ
う

、
や

 

っ
と

到
着

し
た

。
お

二
人

と
も
現
役

で
多
忙

な
な

か
駆
け
付
け

て
く

れ
た

。
 

話
も
尽

き
な

い
が

、
明

日
の

事
も

あ
り

２
２

時
前

に
就
寝

し
た

。
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５
月

１
７

日
( 水

) 

早
朝

５
時

す
ぎ

か
ら

準
備

に
か

か
っ

た
女

性
軍

の
動

き
で

、
目

が
覚

め
の

は
 

６
時

ご
ろ

、
朝
食

と
な

る
。

 

 
こ

の
日

は
、
直
会
用

の
マ
グ

ロ
の
刺
身
等

の
調
理
料
理

と
食
器
パ
ッ
ク
へ

の
 

詰
込
み

が
メ
イ

ン
で

、
男

の
出

る
幕

は
あ
ま

り
な

い
。

 

 
６

時
半

す
ぎ

か
ら
昨

日
や

り
残

し
た
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点

か
ら
小

屋
間

の
登

 

山
道

の
清
掃

に
箒

を
持

っ
て
降

り
た

。
終
点

で
青
木
君

が
待
機

。
 

 
和
歌

山
か

ら
夜

中
３

時
半

頃
出

た
と

言
う
茂

原
、
平
澤
君

は
、
各

２
箱

の
缶

 

ビ
ー

ル
を
背
負
子

に
背
負

っ
て

下
か

ら
上

っ
て
来

る
。

 

モ
ノ
レ

ー
ル

の
音
も
聞

こ
え

る
、
小

屋
に
引
返

し
た

後
、
一

人
二

人
と
順
次

 

集
ま

り
出

す
。
当

日
組

女
性
軍

の
手
伝

い
も

あ
っ

て
料
理
も

仕
上

っ
て
来

る
。
 

浅
村
君
も
早
朝
よ

り
２

回
往
復

し
サ

ポ
ー

ト
さ

れ
て

い
た

。
 

玉
岡

さ
ん

、
聖

護
院
も

到
着

し
、

前
泊

準
備
組
も

や
れ

や
れ

と
な

っ
た

。
 

料
理

は
、
パ
ッ
ク
料
理

を
買
う

か
手
造

り
す

る
か

、
四
つ
足

や
魚

は
ダ
メ

な
 

の
か

、
精
進
料
理

か
、

お
供

え
は
何

を
準

備
す

る
の

か
、

門
主

様
の
丸
太
イ

 

ス
に
座
布
団

は
、
大
勢

の
座

る
イ

ス
は
ど
う

す
る

の
か

な
ど
思

案
す

る
や

ら
、
 

も
め

る
や

ら
、

い
ろ

い
ろ

あ
っ

た
が

、
な

ん
と

か
う
ま
く

い
っ

た
。

 

 
前

泊
準

備
組

の
皆

さ
ん

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
特

に
大
江

加
予
子

、
 

畑
林
清
子

、
大
江
徳
子

の
皆

さ
ん
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 
沖
﨑

) 


